
− 9−

第 185号 令和元年８月
　

富
山
県
の
東
部
、
立
山
連
峰
の
麓
に

位
置
し
、
日
本
の
滝
百
選
に
選
定
さ
れ

て
い
る
「
称
名
滝
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

称
名
滝
の
あ

る
立
山
町
は
、

年
間
約
百
万
人

の
観
光
客
が
訪

れ
る
国
際
山
岳

観
光
地
で
あ
る

「
立
山
黒
部
ア

ル
ペ
ン
ル
ー

ト
」
を
擁
し
て

お
り
、
近
年
で

は
、
国
内
初
の

氷
河
の
発
見
、

弥
陀
ヶ
原
・
大
日
平
（
だ
い
に
ち
だ
い

ら
）
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
の
登

録
、
立
山
信
仰
の
伝
統
儀
式
「
布
橋
灌

頂
会
（
ぬ
の
ば
し
か
ん
じ
ょ
う
え
）
」

の
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺
産
登
録
な
ど
を
契

機
と
し
て
、
さ
ら
な
る
盛
り
上
が
り
を

み
せ
て
い
ま
す
。

　

立
山
町
の
名
所
の
一
つ
で
も
あ
る
称

名
滝
は
、
多
く
の
人
を
魅
了
す
る
立
山

連
峰
を
源
流
と
し
、
称
名
峡
谷
か
ら
四

段
に
折
れ
な
が
ら
三
五
〇
㍍
流
れ
落
ち

る
、
落
差
日
本
一
を
誇
る
大
瀑
布
で
、

国
の
名
勝
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

称
名
滝
は
、
そ
の
爆
音
が
「
南
無
阿

弥
陀
仏
」
と
称
名
念
仏
の
よ
う
に
聞
こ

え
た
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
言
わ

れ
て
お
り
、
十
年
間
に
一
㍍
の
ス
ピ
ー

ド
で
浸
食
さ
れ
、
現
在
の
位
置
ま
で
後

退
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
雪
解
け
水
が
多
く
流
れ
込
む

春
や
大
雨
が
降
っ
た
後
な
ど
に
は
、
称

名
滝
の
右
側
に
幻
の
滝
と
呼
ば
れ
る

「
ハ
ン
ノ
キ
滝
」
が
現
れ
、
二
つ
の
滝

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ま
さ
に
大

自
然
が
作
り
出
す
芸
術
で
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
、
称
名
滝
の
大
迫

力
を
よ
り
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら

う
た
め
、
遊
歩
道
を
走
る
電
動
カ
ー

（
シ
ニ
ア
カ
ー
）
の
レ
ン
タ
ル
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
所
在
地

　

富
山
県
中
新
川
郡
立
山
町
芦
峅
寺

◆
ア
ク
セ
ス

　

�【
公
共
交
通
】
富
山
地
方
鉄
道
立
山

駅
か
ら
称
名
滝
探
勝
バ
ス
称
名
滝
行

き
約
十
五
分
、
徒
歩
約
三
十
分

　

※
称
名
滝
探
勝
バ
ス
通
行
期
間

　

四
月
下
旬
～
十
一
月
中
旬

　

�【
自
動
車
】
北
陸
自
動
車
道
立
山
IC

か
ら
約
五
十
分
後
徒
歩
約
三
十
分

◆
お
問
い
合
わ
せ　

立
山
町
観
光
協
会
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ご当地

自慢
称名滝

富山森林管理署
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しょうみょうたき

日本の滝100選「称名滝」

称名滝とハンノキ滝のコラボ

立山連峰とみくりが池

富山地鉄上滝線

立山駅

富山駅
北陸
自動
車道
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